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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

第
２
回
東
法

連
理
事
会
が
９

月
25
日
、
全
法

連
会
館
で
開
催

さ
れ
、
役
員
賠

償
責
任
保
険
の
契
約
更
新
、
会
員
増
強
と

福
利
厚
生
制
度
の
状
況
、
９
月
19
日
に
全

法
連
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
法
人
会
の
令

和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
代
表
理
事
・
業

務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

会
員
増
強
と“

会
員
増
強
と“Challenge100

Challenge100

”推
進
”推
進

の
協
力
を
要
請

の
協
力
を
要
請

会
員
増
強
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７

月
末
現
在
の
会
員
数
は
10
万
９
千
８
４
３

社
で
、
会
員
数
の
減
少
は
続
い
て
い
る
が
、

減
少
幅
は
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
毎
年
、

会
員
増
強
月
間
は
、
年
間
で
も
っ
と
も
会

員
増
強
に
勢
い
が
出
る
期
間
と
な
る
こ
と

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
す
べ
く

各
法
人
会
に
一
層
の
協
力
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
会

員
増
強
と
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で

い
る
「
福
利
厚
生

制
度
加
入
企
業
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

“Challenge100

”」

に
つ
い
て
、
６
月
時

点
の
状
況
は
、
目
標

に
対
し
て
新
規
企
業

数
は
23
・
０
％
、
新
契
約
件
数
は
30
・
２

％
の
進
捗
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
東
法
連

で
は
、
独
自
の
取
組
み
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
推
進
会
議
を
開
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
法
人
会
と
受
託
保
険
会
社
で
連
携
し
て

目
標
達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

政
府・政
党・国
会
議
員・都・市
区
町
村

政
府・政
党・国
会
議
員・都・市
区
町
村

な
ど
に
対
し
積
極
的
な
提
言
活
動

な
ど
に
対
し
積
極
的
な
提
言
活
動

法
人
会
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
、
令
和

７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に
つ
い

て
、
全
法
連
で
は
、
政
府
及
び
政
党
等
に

対
し
提
言
活
動
を
実
施
し
、
東
法
連
及
び

各
法
人
会
に
お
い
て
も
、
例
年
ど
お
り
地

元
選
出
の
国
会
議
員
、
都
知
事
、
都
議
会

議
長
、
市
区
町
村
長
、
同
議
会
議
長
に
対

し
て
積
極
的
な
提
言
活
動
を
行
う
。

な
お
、
全
法
連
で
は
、
日
本
経
済
新
聞

に
提
言
内
容
の
概
要
を
盛
り
込
ん
だ
意
見

広
告
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
10
月
３
日

の
法
人
会
全
国
大
会
鹿
児
島
大
会
に
お
い

て
提
言
の
報
告
を
行
い
、
会
員
等
に
提
言

内
容
の
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
11
月
８
日
に
行
わ
れ
る
「
第
38

回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
福
井
大
会
」

の
前
日
に
開
催
さ
れ
る
租
税
教
育
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
立
川
法
人
会
青
年

部
会
が
東
法
連
青
連
協
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
は
審
議
終
了

後
、
理
事
会
の

席
上
で
同
青
年

部
会
が
予
行
演

習
を
実
施
し
、

よ
り
良
い
内
容

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た

め
、
出
席
者
に

改
善
点
や
感
想

等
の
意
見
を
求

め
た
。

東
法
連
理
事
会

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
報
告

立
川
法
人
会
青
年
部
会
が
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
を
実
演

あいさつする
小林栄三会長

税制改正提言の報告を受ける理事会

全国青年の集い福井大会に備え
プレゼンテーションを実演する立川法人会青年部会
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法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

令
和
６
年

度
第
１
回
組

織
委
員
会

（
齊
藤
政
二

委
員
長
・
大

森
法
人
会
会
長
）
が
、
８
月
28
日
、
プ

ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
さ
れ
た
。
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
（
活
動
方
針
）
が
改
め

て
共
有
さ
れ
、
東
法
連
の
表
彰
制
度
で

あ
る
、「
会
員
増
強
策
・
退
会
防
止
策

に
関
す
る
表
彰
」
の
実
施
内
容
に
つ
い

て
議
論
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。
齊
藤
委

員
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
お
い
て
、

「
今
年
度
も
、
会
員
増
強
月
間
で
は
委

員
の
皆
様
に
は
組
織
活
性
化
に
向
け
て
、

一
層
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

東
法
連
の
令
和
６
年
７
月
末
現
在
の

会
員
数
は
10
万
９
千
８
４
３
社
で
、
前

年
同
月
比
で
１
千
９
８
８
社
減
少
し
た

（
入
会
約
３
千
７
百
社
、
退
会
約
５
千

６
百
社
）。
依
然
、
長
期
的
な
減
少
傾

向
は
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
減
少
幅
は

縮
小
し
て
き
て
い
る
。
一
方
、
令
和
２

年
度
以
降
、
新
規
勧
奨
数
が
大
き
く
増

加
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
減
少
幅
の

改
善
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

委
員
会
後
に
開
催
さ
れ
た
連
絡
協
議

会
で
は
、
各
会
の
現
状
や
施
策
を
共
有

す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、
今
年
度
、
事

業
計
画
（
活
動
方
針
）
に
新
た
に
加
え

ら
れ
た
「
各
単
位
会
の
取
り
組
み
を
共

有
し
」
と
い
う
文
言
ど
お
り
、
各
委
員

か
ら
創
意
工
夫
さ
れ
た
取
り
組
み
が
多

く
共
有
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

東
法
連
は

第
１
回
広
報

委
員
会
（
清

水
宏
益
委
員

長
・
武
蔵
野

法
人
会
会
長
）
を
９
月
６
日
全
法
連
会

館
で
開
催
し
、
令
和
６
年
度
に
お
け
る

広
報
活
動
の
詳
細
を
決
定
し
た
。「
税

を
考
え
る
週
間
」
に
は
昨
年
同
様
Ｊ
Ｒ

線
、
確
定
申
告
期
に
は
都
営
地
下
鉄
線

の
電
車
内
広
告
等
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
車
内
ま
ど
上
広
告

は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
法
人
会
の
知
名
度
向
上

を
図
る
た
め
、毎
年
１
都
６
県
（
東
京
・

神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
）
の
法
人
会
連
合
会
が
合
同
で
行

っ
て
い
る
広
報
事
業
で
あ
る
。

ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
「
単
位
会

の
広
報
活
動
に
関
す
る
表
彰
」
に
つ
い

て
、
前
年
度
２
月
の
選
考
に
お
け
る
各

委
員
か
ら
の
意
見
に
基
づ
き
、
選
考
手

順
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

令
和
６
年

度
第
１
回
公

益
事
業
委

員
会
（
竹
ノ

上
藏
造
委
員

長
・
芝
法
人
会
会
長
）
が
、
９
月
11
日
、

全
法
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年

度
の
公
益
関
連
の
事
業
活
動
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
各
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
公
益
事
業
や
検
討
中
の
事
業

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
そ
の
中
で
、
会
員

増
強
に
も
つ
な
が
る
公
益

事
業
の
検
討
や
、
他
支
部

と
合
同
開
催
す
る
こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
活
動
の
報
告
な
ど

が
あ
っ
た
。

東
京
都
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告

書
制
度
」
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の

法
人
会
会
員
の
報
告
書
提
出
数
は
１
５

３
６
件
と
前
年
度
よ
り
約
80
件
増
加
し

て
い
る
。
東
京
都
全
体
の
提
出
数
の
約

７
割
を
占
め
て
お
り
、
制
度
の
普
及
推

進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

今
年
度
は「
各
単
位
会
の
取
り
組
み
の
共
有
」に
重
点
を

組
織
委
員
会

広
報
委
員
会

令
和
６
年
度

広
報
媒
体
活
用
事
業
を
審
議

公
益
事
業
委
員
会

情
報
交
換
を
し
な
が
ら

引
き
続
き
公
益
事
業
活
動
を
進
め
る

取り組みを共有する組織委員会連絡協議会

あいさつする
齊藤政二委員長

あいさつする
清水宏益委員長

あいさつする
竹ノ上藏造委員長
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JR線車内広告

（3）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

東
法
連
は

９
月
17
日
、

全
法
連
会
館

で
第
１
回
税

制
税
務
委
員

会
連
絡
協
議
会
（
青
栁
晴
久
委
員
長
・

四
谷
法
人
会
会
長
）
を
開
催
し
、
令
和

６
年
度
の
委
員
会
運
営
、
税
制
税
務
関

係
の
事
業
計
画
お
よ
び
活
動
計
画
、
令

和
７
年
度
税
制
改
正
要
望
と
り
ま
と
め

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
９
月
19
日
の
全
法
連

理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
予
定
の
令
和
７

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
活
動
の
説
明
お
よ
び

提
言
内
容
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。
提
言
内
容
に
つ

い
て
は
、
全
法
連
税
制
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
青
山
慶
二
氏
よ
り
解
説
が
あ
り
、
質

疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

連
絡
協
議
会
に
先
立
ち
第
２
回
税
制

税
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
全
法
連
作

成
の
「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
に
お
い
て
各
委
員
が
重
要
と

考
え
る
項
目
の
集
約
・
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
提
言
活
動
の
際
に
活
用
で
き
る

各
種
資
料
〈
提
言
（
要
約
）・
重
要
事

項
（
国
税
関
係
）・
同
（
地
方
税
関
係
）〉

の
周
知
も
改
め
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

令
和
６
年

度
第
２
回
総

務
委
員
会

（
松
本
光
史

委
員
長
・
江

東
東
法
人
会
会
長
）
が
９
月
20
日
、
全

法
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、
東
法
連
が
進

め
る
各
種
の
事
業
に
つ

い
て
横
断
的
に
審
議
を

行
っ
た
。

こ
の
な
か
で
は
、
会

員
増
強
や
“Challenge100

”
を
は
じ

め
と
す
る
福
利
厚
生
制
度
の
現
状
や
、

各
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
東
京
都
の

立
入
検
査
や
、
公
益
法
人
制
度
改
革
等

の
法
人
会
運
営
に
関
係
す
る
こ
と
が
ら

に
つ
い
て
情
報
共
有
が
な
さ
れ
た
。

東
法
連
が
提
供
す
る
「
選
択
制
企

業
型
確
定
拠
出
年
金
制
度
」
を
解
説

す
る
漫
画
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
加
入
者
１
人
か
ら
導

入
可
能
で
、
さ
ら
に
は
社
長
・
役
員

も
加
入
で
き
る
注
目
の
福
利
厚
生
制

度
で
す
。

漫
画
で
は
、
制
度
内
容
を
従
業
員

目
線
と
経
営
者
目
線
の
両
方
か
ら
解

説
し
て
お
り
、
解
り
易
い
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
福
利
厚
生
制
度
の
充

実
を
図
り
た
い
会
員
様
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
会
員
様
に
は
無
料
で

冊
子
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

東
法
連
事
務
局（
小
野
寺・富
岡
）

m
ail : info@

tohoren.or.jp

電
話 

０
３（
３
３
５
７
）０
７
７
１

⑴	掲出期間：	（下記 ア）	 １１月	１１日（月）	～１１月１７日（日）１週間
	 	 （下記 イウ）	１１月	 ９日（土）	～１１月１５日（金）１週間
	 	 （下記 エオ）	１１月	 ５日（火）	～１１月１８日（月）２週間
⑵	掲出場所：	車両内まど上　山手線はまど上チャンネル（動画）
⑶	掲出路線：	ア.	山手線
	 	 イ.	京浜東北線群

京浜東北線、根岸線、横浜線、南武線、鶴見線、
埼京線、りんかい線、常磐線

	 	 ウ.	中央線群
中央線快速、中央線・総武線各駅停車、京葉線、
青梅線、五日市線、武蔵野線

	 	 エ.	湘南新宿ライン・上野東京ライン（宇都宮線・高崎線含む）
	 	 オ.常磐線中距離電車　　

「東法連401ｋ」のご案内

総
務
委
員
会

東
法
連
全
体
の
事
業
の
進
捗
を

横
断
的
に
審
議

税
制
税
務
委
員
会

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
の
解
説
を
実
施

あいさつする
松本光史委員長

あいさつする
青栁晴久委員長

東法連401ｋの
解説漫画
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法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

第
40
回
法
人
会
全
国
大
会
・
鹿
児
島

大
会
が
、
10
月
３
日
、
鹿
児
島
市
の
城

山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
全
国
か
ら
約
１
７
０
０
名
、
う
ち

東
京
か
ら
は
約
２
３
０
名
の
会
員
が
参

加
し
た
。

「
大
会
式

典
」
で
は
、

小
林
栄
三
全

法
連
会
長

（
東
法
連
会

長
）
に
よ
る

主
催
者
あ
い

さ
つ
、
奥
達

雄
国
税
庁
長

官
、
塩
田
康

一
鹿
児
島
県
知
事
ら
に
よ
る
来
賓
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

江
戸
川
北
法
人
会
が

江
戸
川
北
法
人
会
が

会
員
増
強
特
別
最
優
秀
賞

会
員
増
強
特
別
最
優
秀
賞

表
彰
式
で
は
、
会
員
増
強
表
彰
に
お

い
て
江
戸
川
北
法
人
会
が
、
増
加
対
前

年
60
社
以
上
（
87
社
）
で
特
別
最
優
秀

賞
、
同
５
社
以
上
の
優
秀
賞
と
し
て
、

豊
島
法
人
会
（
12
社
）、
西
新
井
法
人

会
（
８
社
）、
同
１
社
以
上
の
努
力
賞

と
し
て
杉
並
法
人
会
（
４
社
）
と
荻
窪

法
人
会
（
３
社
）、
対
前
年
１
社
以
上

の
純
増
を
３
年
間
継
続
し
て
維
持
し
て

い
る
単
位
会
と
し
て
杉
並
法
人
会
が
表

彰
さ
れ
た
。

研
修
参
加
率
向
上
表
彰
で
は
、
税
法

税
務
研
修
参
加
率
が
高
い
単
位
会
の
優

秀
賞
に
麹
町
、
日
本
橋
、
江
東
東
、
四

谷
、
京
橋
、
向
島
の
各
法
人
会
が
表
彰

さ
れ
た
。
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
で

は
、顕
著
な
成
績
を
挙
げ
た
単
位
会（
対

前
年
１
０
３
％
以
上
）
で
、
武
蔵
府
中
、

江
戸
川
北
、
江
戸
川
南
、
足
立
の
各
法

人
会
が
受
彰
し
た
。

令
和
７
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

令
和
７
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

大
会
宣
言
を
朗
読

大
会
宣
言
を
朗
読

ま
た
、飯
野
光
彦
全
法
連
副
会
長（
東

法
連
副
会
長
・
北
沢
法
人
会
会
長
）
に

よ
る
「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
の
趣
旨
説
明
な
ど
が
行
わ
れ

た
。締

め
く
く
り
と
し
て
、
大
会
宣
言
が

朗
読
さ
れ
、「
我
が
国
経
済
は
、
株
式

市
場
に
お
け
る
最
高
値
の
一
時
更
新
や

高
水
準
の
賃
金
上
昇
率
を
記
録
し
た
ほ

か
、
長
年
に
わ
た
る
デ
フ
レ
か
ら
の
完

全
脱
却
が
目
前
に
迫
る
な
ど
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
一
方
、
中
小

企
業
で
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に

伴
う
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け

た
税
・
財
政
政
策
な
ど
、
民
間
の
活
力

を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
の
新
た
な
戦

略
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
経
済
や
雇
用

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
は
、
地
域

活
性
化
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
地
方
創
生
を
支
え
る
観
点
か
ら
も

事
業
承
継
を
含
め
、
き
め
細
か
な
税
財

政
上
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
法
人
会

は
、『
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
』、『
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改

革
』
等
を
中
心
と
す
る
『
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
』
の
実
現
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。」
と
宣
言
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
取
締
役
会
長

の
片
野
坂
真
哉
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空

業
界
・
危
機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

来
年
の
法
人
会
全
国
大
会
は
、
10
月

16
日
、
高
知
市
の
高
知
県
民
文
化
ホ
ー

ル
等
で
開
催
さ
れ
る
。

〇	「
金
利
の
あ
る
世
界
」が
到
来
。

	

新
た
な
財
政
再
建
目
標
の
策
定
を
！  

〇	

企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制
し
、 

	

経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社
会
保
障
制
度

の
確
立
を
！  

〇	

人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま

え
、中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置
を
！ 

〇	

中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
。

本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
！

令
和
７
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

中
小
企
業
は
人
手
不
足
が
深
刻
化

き
め
細
か
な
税
財
政
上
の
支
援
が
必
要

大
会
宣
言

第
40
回
法
人
会
全
国
大
会（
鹿
児
島
大
会
）

あいさつする
小林栄三会長

あいさつする
奥達雄国税庁長官

大会式典
中央は税制改正提言の趣旨説明を行う

飯野光彦全法連副会長


